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「デジタルを作る」研究者から⾒た
防災のための技術戦略

（防災現場に⾏ったことがない素⼈です）
2025年3⽉27⽇

⼤学共同利⽤機関法⼈ 情報・システム研究機構 機構⻑
東京⼤学 特別教授

喜連川優

資料２－４

｀ 



「情報システム研究機構」
（大学共同利用機関法人）

国立情報学研究所、統計数理研究所、
国立極地研究所、国立遺伝学研究所
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（１）我々の紹介：
----•--------------------------------~-----------------------------------~----—---—--------------------------------------------------------------------__.—---_-•—•—----—--—-______ __ .__________--—--
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１．SINET
強靭なバックボーンネットを構築・運⽤
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SINET6のトポロジー
全都道府県を400Gbps回線（沖縄県は100Gbps×2）で接続
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• SINETノードのDCへの設置や回線の異経路⼆重化・迂回路形成等により信頼性を強化。構築直後に
東⽇本⼤震災が発⽣したが、ぎりぎりサービスを継続

• SINETノード配備を全47都道府県に拡⼤。札幌から福岡までの主要都市間を40Gbps回線で接続
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SINET4 のトポロジー

︓ 回線（10Gbps）
︓ 回線（2.4Gbps）

︓ SINETノード（DC設置）

︓ 回線（40Gbps）

札幌〜福岡40G

SINETノード SINETノード SINETノード
（未設置県）

2.4G〜40G
(⼆重回線)

中継ノード

中継ﾉｰﾄﾞ 中継ﾉｰﾄﾞ 中継ﾉｰﾄﾞ
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︓ 中継ノード（DC設置）
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SINET6のトポロジー
全都道府県を400Gbps回線（沖縄県は100Gbps×2）で接続
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SINET5の信頼性－地震・豪⾬等でも運⽤継続
• 熊本地震 (2016年), ⻄⽇本豪⾬ (2018年), 北海道胆振東部地震 (2018年), 令和2年梅⾬前線豪⾬

(2020年)等で被災したが、光ファイバ断に対して瞬時に経路を切り替え、安定した運⽤を継続

熊本

⼤分

福岡

佐賀

⻑崎

⿅児島

宮崎

北九州

熊本地震（2016年4⽉） ⻄⽇本豪⾬（2018年7⽉）

北海道胆振東部地震（2018年9⽉） 令和2年梅⾬前線豪⾬（2020年7⽉）

熊本県阿蘇郡南阿蘇村
で光ファイバ断

札幌 北⾒

熊本－⼤分間経由を
福岡－北九州経由へ
⾃動切り替え

広島県呉市周辺
で光ファイバ断

広島－岡⼭経由を
四国経由や⽇本海側
経由へ切り替え

広島
岡⼭
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で光ファイバ断

南ルート経由を
北ルート経由へ
⾃動切り替え

熊本

⿅児島

富⼭

岐⾩

熊本－⿅児島間、富⼭－岐⾩間で光ファイバ断

瞬時に他の経路に切り替え、通信への影響なし
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２．セキュリティ NII-SOCS
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• 対外観測
• 通信挙動を分析(中⾝は⾒ない)
• 専⾨情報と照合
→不審通信の発⾒

• 内部観測(2022年度〜)
• 不審通信に関連する通信

• 内部観測センサへ転送
• SINET内部の攻撃を追尾

→攻撃の可能性がある通信を識別
参加機関は攻撃の有無を確認

警報の蓄積・解析・統計処理 解析
＋

チューニング

New

ポータル
サイト

RenewalNew
解析環境

•国内各所のSINET DCから関連トラフィック
を検索し、内側の通信まで解析・追跡を開始

SINET外との不審通信を発⾒

•既設装置による内外通信の巡回観測
平常時

Staff

教員

365⽇24時間常駐観測

New

New

各機関担当者

ポータルサイトから⾃機関の通信や警報を確認

• SINET外との通信を監視を⾏い、国⽴⼤学法⼈、⼤学共同利⽤機関法⼈向けに攻撃検知情報を通知。2017/7より第⼀期運⽤開
始。2022/4より第⼆期運⽤開始。

ーネット

0「

9口
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曰
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３．LLM（⼤規模⾔語モデル）⾃⼒で作る︕
LLMC(⼤規模⾔語モデル研究開発センター）
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LLM-jpの⽴ち上げについて
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2023.5
自然言語処理の研究者
30名程度による勉強会を開催

2023.10
ｍdxを用いて
130億パラメータモデル
LLM-jp-13Bを公開

2023.11 
ABCI第２回LLM構築支援
プログラム に参加
1750億パラメータモデル
の学習トライアル

2024.4  
GENIAC環境で
1720億パラメータモデル

の学習開始

国立情報学研究所（NII）に
LLM研究開発センター
（LLMC）設置
⽂部科学省「⽣成AIモデルの透明性・信頼性の確
保に向けた研究開発拠点形成」事業

• mdx: データ活⽤社会創成プラットフォーム．9⼤学2研究所が連合して共同運営する、データ活⽤にフォーカスした⾼性能仮想化環境
• ABCI: AI橋渡しクラウド．産業技術総合研究所（AIST）が提供するAI向け計算⽤で現状国内最⼤の計算資源
• GENIAC: Generative AI Accelerator Challenge.⽇本国内の基盤モデル開発⼒の底上げのために計算資源の提供等を⾏う経産省のプログラム

• オープンかつ⽇本語に強い⼤規模モデルを構築
し、LLMの原理解明に取り組む

• モデル・データ・ツール・技術資料等を議論の
過程・失敗を含めすべて公開する

• この趣旨に賛同すれば誰でも
参加可

• 産学の多様な
メンバーが参加

2000名超

． 



R6年度に構築したモデルと性能について
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R6年度に構築したモデルと性能について
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● 172B dense モデルと 8x13B の MoE モデルを公開
○ 同⼀コーパスで訓練した⼩規模パラメータモデルも公開

● 172B-instruct3 や
8x13b-instruct3 の性
能（llm-jp-eval 
v1.4.1）は平均値で
GPT-3.5を超え、いく
つかのタスクではGPT-
4.0に近づいている

■ llm-jp-3-172b-instruct3 ■llm-jp-3-8x13b-instruct3 ■ gpt-35-turbo-16k-0613 ■ gpt◄-0613 
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各WGでの透明性・信頼性の確保に資する取り組みについて
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● 事前学習⽤コーパスllm-jp-corpus-v3の公開
● ⽇本語⽂書に有害性のラベルを付与したデータセット

LLM-jp Toxicity Dataset v2の公開(安全性WGと連携)
● 事前学習コーパスの検索システムを構築

○ ユーザーによる⽣成テキストの信頼性評価の補助
○ 著作物に対する適切なクレジットを表⽰
○ ハルシネーションの分析

コーパス構築WG

● ⽇本語LLM 出⼒の安全性・適切性に特化したインストラ
クションデータAnswerCarefully v2.0の公開

○11⾔語への翻訳完了
● ⽇本語の偽・誤情報に特化したインストラクションデータ

JSocialFactの公開
● LLMを攻撃する敵対性プロンプトをゲーミフィケーション

により収集
● AISI(Japan AI Safety Institute)との連携

○シンガポール開催のRed-teaming Challengeに参加
○AISI network convening, AI Action Summitに参加

安全性WG

モデル構築WG
● モデルパラメータ・学習スクリプトの公開

○Denseモデル: llm-jp-3 172B、13B、7.2B、1.8B
○MoEモデル: llm-jp-3-8x13B、8x1.8B

instruct APP 1 hour ago 

盤に何らかの力がかかり、それに耐えきれな くなったときに起こる 「岩盤の

する現象といわれています。

は、地鐙は、地底にいる大きななまずが起こすものであり、そのなまずを茨

社の要石（かなめいし）で押さえつけようというものがあります。 …

Dataset: Common Crawl #1 11 Dataset: Common Crawl #3 
URL: ~ヽ妍r,mm

Training step: 104,616 (/292,812) 
・・・ 地霞は地下で起きる岩盤の rずれ」により発生す

♦I る現象です。 では、なぜこのような現象が起きるの
でしょうか。便い物に何らかの力がかかり、それに
耐えられなくなると、ひびが入ります。地下でも同
じように、岩盤に力がかかっており、それに函えら

れなくなったときに地霞が起こる（岩盤がずれる）

URL: ~/inaka•i9I”叫叩IOikannmrIOikanam¢,hIml
Training step: 144,308 (/61,000) 
• • 地下にいるという r地霞ナマズ」の首根っこをおさ
えつけられたらどんなに安心できるだろう。そこ
でナマズのいそうな所に釘を打ち込み、動けなくしよ
うとしたのが要石（かなめいし）で、地霙除けの神に
なっています。この石は全国各地の神社にあり、なか

でも有名なのは茨城県鹿“市の鹿品神宮の．



（２）新しいテクノロジ for 防災
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(2-1) Starlink
(2-2) HAPS
(2-3) ドローン（小型(どこでも10分で駆けつけ）＋大型）
(2-4) VLM

----•--------------------------------~-----------------------------------~----—---—--------------------------------------------------------------------__.—---_-•—•—----—--—-______ __ .__________--—--



防災デジタル 議論メンバー

⼀般財団法⼈ 河川情報センター 理事⻑/東京⼤学 名誉教授池内 幸司

東京⼤学 地球環境データコモンズ 教授⽣駒 栄司

川崎重⼯業株式会社 防衛事業管理本部 本部⻑/執⾏役員⽯⽥ 正俊

神奈川県 CIO 兼 CDO（情報統括責任者 兼 データ統括責任者）
防災DX官⺠共創協議会 専務理事/AI防災協議会 理事/防災科研（NIED） 客員研究員江⼝ 清貴

東京⼤学 ⽣産技術研究所 教授加藤 孝明

⽇本電信電話株式会社 アライアンス部⾨ 統括部⻑⽊村 吾郎

三菱電機株式会社 防衛・宇宙システム事業本部 主席技監⼩⼭ 浩

国⽴研究開発法⼈ ⼟⽊研究所 (PWRI)
⽔災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM）⽔災害研究グループ 専⾨研究員⽟川 勝徳

KDDI株式会社 事業創造本部 ＬＸ基盤推進部 部⻑鶴⽥ 悟史

国⽴研究開発法⼈ 情報通信研究機構
データ駆動知能システム研究センター 主管研究員 (NICTフェロー)⿃澤 健太郎

KDDIスマートドローン株式会社 代表取締役社⻑博野 雅⽂

東京⼤学 地球環境データコモンズ 准教授安川 雅紀

情報・システム研究機構 機構⻑/東京⼤学 特別教授喜連川 優



（2-1)能登で活躍した新テクノロジー：

Starlink
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①被災者マップ（在圏情報把握）

Starlink-スマートフォンの直接通信で位置データを集めることにより、被災者の在圏情報の把握が可能に。

これまで
基地局データから在圏情報を把握

これから
衛星経由で存圏情報の把握が可能に

ダウンした
基地局

︖ ︕

被災地

×
⽣きている
基地局

位置特定できる
被災者

在圏情報の把握ができない
（⾒えない）被災者

• 基地局データから基地局周辺の在圏情報を把握。基
地局倒壊や圏外エリアでは情報把握ができない。

• 正確な被災者分布が把握できず発⾒・対応の遅れに

• Starlinkと直接通信可能なスマートフォンの存圏情報
の把握（規模の把握）が可能に。

• 被災者の分布を精度良く推計、迅速な対応が可能に

災害対応チーム

Starlink衛星

スマホと直接通信
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⽬覚ましい進化を遂げるテクノロジー︓

HAPS
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HAPS
https://www.docomo.ne.jp/info/news_release/2022/01/17_01.html
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4,000+ Stratospheric 
flight hours No.1 hi謡訊霊＃eled 35、000+ 盟芯f~~own In a single 
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(2-3)⽬覚ましい進化を遂げるテクノロジ

ドローン
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社会インフラ基盤としてのドローンポート配備

日本中どこでも10分で駆け付け

全国に配備したドローンポートで実現

日本中を飛行エリアに
Starlinkと直接通信による
つながるドローンの拡大

ヽヽ
ヽヽ

／ 
/ 

、／

ヽ

ヽ



ドローンによる救助
Starlinkと観測用ドローン・輸送用ドローンを組み合わせ、被災者を救助

HELP!

• Starlinkとスマートフォンの
直接通信で被災者の位置を特定

Starlink衛星

⼩型軽量の
観測⽤ドローン

⼤型の
輸送⽤ドローン

• Step1で観測された地点に
観測⽤ドローンが最寄りのドローン
ポートから10分以内に到着*
*) 全国に1,000台配備の場合

• 現場の状況をカメラやセンサで確認

• Step2で確認された状況に応じ、
輸送⽤の⼤型ドローンが救援
物資や必要機材を輸送

これから

被災者

スマホと直接通信

救援物資や
必要機材等周辺状況を観測・把握

Step1. 位置特定 Step2. 調査 Step3. 救助

（位置情報を送信）
．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．
 ぺ

為
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(2-4) 新しいテクノロジ
VLM
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生成AIを活用した災害対応

Cyber space

Physical space

⽣成AI

災害対策チーム

被害状況の全体像被災地

対応リソース

様々な手段で平時や発災時にデータを収集(①）。生成AIが「今・どこで・何が起きているか」と「対応案」を提示
(②）、災害対策チームが生成AIの意見も参考に意思決定(③）

⼈⼯衛星

ドローン

現場からの報告

平時から必要なデータを蓄積*
・街のデータ（建物の構造や空撮画像等）
・⼈のデータ（要配慮者情報等）

②集約・説明・対応案

③対話

全体像・対応案意思決定

現場対応

対応案の改善指⽰

データに基づき現在の
状況を説明し、対応案を

優先順位付きで出⼒

*) FEMAでは要配慮者情報や施設情報などの地域特性を平時から収集し、災害対応に活⽤（RAPT; Resilience Analysis and Planning Tool）

Status Action Plan

①様々な⼿段でデータ収集

複数の専⾨性を有するAI

l
iii. f、
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(2-5)  No more SNS!!!
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コミュニティA コミュニティB コミュニティA

現状SNSは機能せず ⇒ 信頼できる地域SNSへ
平時には信頼感を醸成し（①）、災害時には信頼できる情報を発信し共助を促進する（②）、新しいSNSの時代へ
地域住民の情報を貯めることでBigdataを再構築し、コミュニティ活性化と災害対応をフェーズフリーに実現

これまで
Bigdataだがデマ・誤情報も多く、信頼性の担保が困難

これから
地域の「顔」がみえる、信頼できる集団からの情報取得

• ⼀般市⺠を含む多数からの様々な情報が⼊⼿可能
• 多数のデマ・誤情報を含むため(*) 検証が必要 • 信頼できるSNSとして、平時も有事も活⽤可能

• 災害時には⼀般市⺠だけでなく、災害対策チームや、
⾃治体職員も利⽤可能

デマ・誤情報

災害対策チーム

(*)能登地震では約10%が誤情報
URL︓https://www.factcheckcenter.jp/fact-check/disasters/earthquake-factcheck-list/

市⺠からの
正しい情報

《Bigdata, but…》

平時

《Small, but Reliable》

共助を通じた信頼感醸成

発災時のみ活⽤ 災害時平時

災害時
データ集約

信頼度の⾼い災害時情報

家の前の道
通れない︕

要⽀援者
います︕

情報集約

災害対策チーム・⾃治体職員

平時
平時

HELPに
⾏きます︕

混然⼀体な
従来SNS

X(旧Twitter)など

どれが本当？

情報の取捨選択や
デマの検知が困難

釦＇
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(3)  デジタル防災 提⾔(2021)

デジタル・防災技術ワーキンググループ

社会実装チーム提言

「災害による犠牲者を最大限減らすためには、徹底的な

過去の対応の反省に立ち、災害対応や入手しておくべき

情報をデザインし、蓄積し、それらを踏まえたシステム

を再構築といった不断の対応の見直しを行っていくこと

が必要不可欠である。」 （本文より）
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デジタル・防災技術ワーキンググループ

社会実装チーム委員名簿

◎喜連川優 東京大学生産技術研究所特別教授

安宅和人 慶應義塾大学環境情報学部教授

ヤフー株式会社 CSO

池内幸司 東京大学大学院工学系研究科教授

臼田裕一郎 国立研究開発法人防災科学技術研究所

総合防災情報センター長

大木聖子 慶應義塾大学環境情報学部准教授

小池俊雄 国立研究開発法人土木研究所

水災害・リスクマネジメント国際センター長

（◎座長、以下 50音順）



内閣府・デジタル・防災技術ＷＧ（社会実装チーム）提言
【今後の施策の方向性】

⮚災害対応のために必要となる情報をデザインし、必要な情報項目や取得時間や更新頻度の目
安、データのやり取りの方法等を網羅した「日本版EEI（Essential Elements of Information）」を策
定。それに基づき情報所有機関との機械同士のデータ連携を促進。

（１）日本版EEIの策定・進化（災害対応に必要な情報のデザイン）

（２）個人情報の取扱いに関する指針の作成

⮚デジタル改革関連法により、全ての地方公共団体等に適用される全国的な共通ルールが策定。

⮚個人情報保護委員会が、公的部門を含め個人情報の取扱いを一元的に監視監督する体制が構
築。個人情報等の取扱いに疑義が生じることが無いように個人情報の取扱いを明確化する指針
を作成。

（３）防災情報の収集・分析・加工・共有体制の進化（防災デジタルプラットフォー
ム・防災IoTの構築）

⮚SIP4Dや総合防災情報システムの機能を含む新たな情報 収集・分析・加工・共有システムの構
築・活用体制の強化【＝防災デジタルプラットフォーム】

⮚ドローン・カメラ・センサー等をフル活用した平時・有事の情報収集の自動化【＝防災IoT】

（４）過去の災害教訓のデータベースの構築と今後の災害対応への活用等

⮚災害で亡くなった方の情報や被災状況等のデータベース化

⮚ヒヤリハットを含めた災害対応の失敗事例の知見を収集するためのデータベースの整備

⮚災害対応のクロノロジー作成の自動化
30©Koji Ikeuchi
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「真摯な」災害の振り返り by LLM
災害対応現場での「生の声」をその場で自動収集し（①）、解析することで（②）、災害の振り返り・対応改善に活用
記憶に頼らず、すべての情報を迅速に集約することで、次の災害に備えた「真摯な」振り返りをスピーディに実施

これまで
災害後に検証する場合、意⾒偏重や曖昧性の排除が困難

これから
災害時に情報収集し、災害後に集約した情報を精査する

• 災害後に関係各所からなる検証WGやインタビューを通して
当時の情報を取得し、集約(*)

• 災害対応者の時間経過による記憶の曖昧性が課題

• 災害対策本部や対応対応者の⾳声・画像データを収集、
良いことも悪いことも含め、詳細に⽂書化

• 災害検証WGで確認・考察を⾏い、迅速な振り返りを実施
(*) After_Action_Review_User_Guide_November_2023

災害検証WG
現場インタビューこの時って

どうだったっけ…

全てを含まない情報の⽂書化

︖

災害後から取得・集約 災害後災害時

災害対応者
（現場）

⽂書化
⾳声・画像
logデータ

災害検証WG

災害対策本部

確認・考察

振り返り

振り返り

この時って
どうだったっけ…

⽣成AIを⽤いた情報集約

/•----------...。

‘‘ク ＼ 、ダ ●
(‘ ● ● 立 、

¥ ~ • ~ k‘‘ 
‘‘‘̀ ~ ..ク/‘

```-T —--- .̀. ... ：「：ヰ‘_·：••虹

..-------------------→ 日ヽr•19--

令和 6年籐豊半塵嬬冨●蹟まえた

災富対四在り方について

（諏西轡）

■璽層璽~~
9 _  

►
 

Figu『e2: Example of Data Collection Methods 

------------------------------―’ 、------↓----......... :、ヽ ------.. 

i‘‘̀、吐 ＿こ,,,.,,,.‘‘、9)' ／ク,,,..,,,.---・-9__-......、ヽ、日ーl
;、:~_::―------』 よ正,,,./〉 |
-----------------------------------



内閣府・デジタル・防災技術ＷＧ（社会実装チーム）提言
【今後の施策の方向性】

⮚災害対応のために必要となる情報をデザインし、必要な情報項目や取得時間や更新頻度の目
安、データのやり取りの方法等を網羅した「日本版EEI（Essential Elements of Information）」を策
定。それに基づき情報所有機関との機械同士のデータ連携を促進。

（１）日本版EEIの策定・進化（災害対応に必要な情報のデザイン）

（２）個人情報の取扱いに関する指針の作成

⮚デジタル改革関連法により、全ての地方公共団体等に適用される全国的な共通ルールが策定。

⮚個人情報保護委員会が、公的部門を含め個人情報の取扱いを一元的に監視監督する体制が構
築。個人情報等の取扱いに疑義が生じることが無いように個人情報の取扱いを明確化する指針
を作成。

（３）防災情報の収集・分析・加工・共有体制の進化（防災デジタルプラットフォー
ム・防災IoTの構築）

⮚SIP4Dや総合防災情報システムの機能を含む新たな情報 収集・分析・加工・共有システムの構
築・活用体制の強化【＝防災デジタルプラットフォーム】

⮚ドローン・カメラ・センサー等をフル活用した平時・有事の情報収集の自動化【＝防災IoT】

（４）過去の災害教訓のデータベースの構築と今後の災害対応への活用等

⮚災害で亡くなった方の情報や被災状況等のデータベース化

⮚ヒヤリハットを含めた災害対応の失敗事例の知見を収集するためのデータベースの整備

⮚災害対応のクロノロジー作成の自動化
32©Koji Ikeuchi
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防災デジタル 情報・データ フロー図

防災IoT

河川カメラ・カメラセンサー ドローン 防災ヘ
リ

プローブ交通情報

電⼒
停電

統⼀化・標準化・グレードアップ

普及率の低さ

開発・普及

⽔・栄養
=通信・データの流

れ通信障害

︓⽬詰まり要
因

国⺠
ITリテラシー
向上の遅れなど

情報
（空気・蒸気）

降⾬降⾬

個⼈情報等ルールの
ばらつき・不徹底

防災IoT

避難所混雑状況

○○⼩学校
80%

避難誘導
（避難先・危険個所表⽰）

インフラ復旧状況

災害時の⼤⽅針⽴案⽀援

情報の収集

基盤＜デジタルガバメント（ガバメントクラウド、ベース・レジストリ）＞

スマ－トフォン 衛星情報のデザインと蓄
積

情報の分析と周知

×
×

加速度センサー

治療時に必要な
医療情報提供

スマートメーター

普及率の低さ

正確な氾濫予測
（線状降⽔帯の予測システム等）

33

防災デジタルプラットフォーム
（官⺠災害対応システム）

総合防災情報システム、SIP4D、DIASなどの連結
⽇本版EEI（情報項⽬、データ構造、共有ルール等）
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防災IoT

河川カメラ・
カメラセンサー ドローン 防災ヘリプローブ交通情報

電⼒
停電対策

⽔・栄養
（通信・データの流れ）
通信ネットワークの

強靱化

国⺠

情報
（空気・蒸気）

降⾬降⾬
防災IoT

避難所混雑状況

○○⼩学校
80%

避難誘導
（避難先・危険個所表⽰）

インフラ復旧状況

災害時の⼤⽅針
⽴案⽀援

スマ－トフォン 衛星

×
×

加速度センサー

治療時に必要な
医療情報提供

スマートメーター

正確な氾濫予測
（線状降⽔帯の予測システム等）

データ連携基盤

アーキテクチャ

農林
水産
省

原子
力規
制庁

消防
庁

国土
交通
省

経済
産業
省

気象
庁総務

省

環境
省

地方
公共
団体

指定
公共
機関

厚生
労働
省

基本ルール

デ
ジ
タ
ル
庁

内
閣
府

研究
機関

文部
科学
省

警察
庁 防衛

省
海上
保安
庁

新総合防災情報
システム（SOBO-WEB）

内
閣
府

防災DX 官⺠連携の概念図
▲
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匠9C小学校
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内閣府・デジタル・防災技術ＷＧ（社会実装チーム）提言
【今後の施策の方向性】

⮚災害対応のために必要となる情報をデザインし、必要な情報項目や取得時間や更新頻度の目
安、データのやり取りの方法等を網羅した「日本版EEI（Essential Elements of Information）」を策
定。それに基づき情報所有機関との機械同士のデータ連携を促進。

（１）日本版EEIの策定・進化（災害対応に必要な情報のデザイン）

（２）個人情報の取扱いに関する指針の作成

⮚デジタル改革関連法により、全ての地方公共団体等に適用される全国的な共通ルールが策定。

⮚個人情報保護委員会が、公的部門を含め個人情報の取扱いを一元的に監視監督する体制が構
築。個人情報等の取扱いに疑義が生じることが無いように個人情報の取扱いを明確化する指針
を作成。

（３）防災情報の収集・分析・加工・共有体制の進化（防災デジタルプラットフォー
ム・防災IoTの構築）

⮚SIP4Dや総合防災情報システムの機能を含む新たな情報 収集・分析・加工・共有システムの構
築・活用体制の強化【＝防災デジタルプラットフォーム】

⮚ドローン・カメラ・センサー等をフル活用した平時・有事の情報収集の自動化【＝防災IoT】

（４）過去の災害教訓のデータベースの構築と今後の災害対応への活用等

⮚災害で亡くなった方の情報や被災状況等のデータベース化

⮚ヒヤリハットを含めた災害対応の失敗事例の知見を収集するためのデータベースの整備

⮚災害対応のクロノロジー作成の自動化
35©Koji Ikeuchi
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⽇本版EEI デジタル防災 提⾔(2021)
（参号 2)表災再時に共打するべき基本情報に関する日米比較
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No 恰醒埃目 EE3 
日本での
共存実綸

1 'II;,気洪給嗣

゜ ゜2 ガスサ祐細

゜
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3 水道供給嗣

゜ ゜4 道路情報（橘梁情報を含む）

゜ ゜5 飲返情報（濤梁情報を含む）

゜ ゜6 水路輸送網

゜ ゜7 航空関遥

゜ ゜8 災吝対応指渾所（地区）

゜ ゜9 人員 ・裟篇集禎地

゜ ゜10 物貴配給所

゜ ゜11 州兵の活動拠点

゜
（該当情毅なし）

12 避罷指示発令状況

゜ ゜13 負傷者 ・死者数

゜ ゜14 避罷所

゜ ゜1S 通信状況（治安及び一般公衆）

゜ ゜16 医療施設稼働状況

゜ ゜17 被災状況画像

゜18 被吝推計

゜19 災吝廃棄物仮置場

゜20 要配應者施設 -
゜21 稟涵状況 -
゜22 災被苔災救者助生法活再・注支揉法遇用自治体

゜23 災害等発生箇所 -
゜24 住家被害状況
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内閣府・デジタル・防災技術ＷＧ（社会実装チーム）提言
【今後の施策の方向性】

⮚災害対応のために必要となる情報をデザインし、必要な情報項目や取得時間や更新頻度の目
安、データのやり取りの方法等を網羅した「日本版EEI（Essential Elements of Information）」を策
定。それに基づき情報所有機関との機械同士のデータ連携を促進。

（１）日本版EEIの策定・進化（災害対応に必要な情報のデザイン）

（２）個人情報の取扱いに関する指針の作成

⮚デジタル改革関連法により、全ての地方公共団体等に適用される全国的な共通ルールが策定。

⮚個人情報保護委員会が、公的部門を含め個人情報の取扱いを一元的に監視監督する体制が構
築。個人情報等の取扱いに疑義が生じることが無いように個人情報の取扱いを明確化する指針
を作成。

（３）防災情報の収集・分析・加工・共有体制の進化（防災デジタルプラットフォー
ム・防災IoTの構築）

⮚SIP4Dや総合防災情報システムの機能を含む新たな情報 収集・分析・加工・共有システムの構
築・活用体制の強化【＝防災デジタルプラットフォーム】

⮚ドローン・カメラ・センサー等をフル活用した平時・有事の情報収集の自動化【＝防災IoT】

（４）過去の災害教訓のデータベースの構築と今後の災害対応への活用等

⮚災害で亡くなった方の情報や被災状況等のデータベース化

⮚ヒヤリハットを含めた災害対応の失敗事例の知見を収集するためのデータベースの整備

⮚災害対応のクロノロジー作成の自動化
38©Koji Ikeuchi
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おわりに

• テクノロジの進化をウォッチし、常に利活用を推進する組織
が必須。
• 大学、高専の活用
• 総防プラットフォームの手前をアジャイル開発・接続

• プロフェッショナル プログラマ集団 Ushahidi
• 振り返り、反省データベースが必須

• DMAT事務局長（小井土先生）との会話

• 法制度の調整
• ３．１１の際、基地局データをください！ と進言したが。。
• 反省のための情報を入手困難

39
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補足
• 水災害と地震は 本質的に大きく性質が異なる！（池内）

• 予測する時間がある。

• 現在 東大と土研で ２００河川をリアルタイム常時モニ
タリング

40
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出典：防災デジタル意見交換会 池内幸司氏資料

リアルタイムで氾濫危険水位（避難指示発令の目安）の超過を2時間

以上前に予測【2021年9月16日の大雨】

0宮崎県の加江田川において、 9月16日7時30分に、 10時10分頃氾濫危険水位を超過すると予測。

〇実際には10時40分に氾濫危険水位を超過したため、氾濫危険水位の超過を約3時間前に把握できた。

7:30時点の計算結果

11:00時点の計算結果
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図 291洪水イベントにおける洪水予測精度の検証結果



約15000地点ライブカメラ
リアルタイムアーカイブ(2019-)
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深層学習を⽤いた氾濫画像の⾃動認識
（球磨川⽔系）
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一
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内閣府・デジタル・防災技術ＷＧ（社会実装チーム）提言(2021) の振り返り

制度改正はなされたが、必要であれば制度手当や制度周知を

補⾜振り返りと対応案現状提⾔
• 予定通りEEIを策定1. 「⽇本版EEI（Essential Elements of Information）」を策定

→「災害対応基本共有情報（EEI）第１版」策定（令和5年4⽉）
→ 第2版改訂作業中（WG [R6年度第1回検討会 資料3-3]）

（１）⽇本版EEIの策定・
進化（災害対応に必要な
情報のデザイン）

・令和3年 改正個⼈情報保護法
本⽂
・個⼈情報保護委員会︓令和３
年 改正個⼈情報保護法について

1. 法改正を⾏いルールの共通化
は完了。指針も作成完了し、
対応の明確化を図った。

2. これで現場の⾃治体職員の疑
義が解消され、問題なく動け
る状態になっているかは確認
が必要。

→ ⑥へ

1. 全ての地⽅公共団体等に適⽤される全国的な共通ルール
→ 個⼈情報保護法改正での公⺠⼀元化
「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律による改
正」（令和3年9⽉1⽇施⾏）※令和3年 個⼈情報保護法改正

2. 防災分野における個⼈情報の取扱いに関する指針の作成
→「防災分野における個⼈情報の取扱いに関する指針」作成（令和5年3
⽉）

（２）個⼈情報の取扱い
に関する指針の作成

・新総合防災情報システム
（SOBO-WEB）について(令和
６年12⽉ )

1. 予定通り⽴ち上げ(SOBO-
WEB)

2. センサ情報を吸い上げる仕組
みを構築。ただし、平時の収
集は不⼗分→③へ

1. 防災デジタルプラットフォームの構築
→ SOBO-WEBを⽴ち上げ、令和6年12⽉完全移⾏済

2. 防災IoTの実現
→ SOBO-WEBにて実現（センサ情報をSOBO-WEBへアップロードする記
載[P1]）

（３）防災情報の収集・
分析・加⼯・共有体制の
進化（防災デジタルプ
ラットフォーム・防災IoT
の構築）

・⼀般的な防災アプリ開発・利
活⽤の促進等/データ基盤の構築
→ 令和6年度に「データ連携

基盤のプロトタイプを構築」複
数の防災アプリ間のデータ連携、
新総合防災情報システム からの
データの受け渡し
→ R7に設計⾼度化・要件定義

1.2.能登等で事後検証を実施も、
⾃動的に検証する仕組みは無し。
→⑤へ
3. クロノロジーを⾃動作成する
取り組みは⾒つからず→⑤へ

1. 災害で亡くなった⽅の情報や被災状況等のデータベース化
→ 能登半島地震においては⽯川県が「広域被災者データベース・システム
構築検討ワーキンググループ」を設置し対応

2. ヒヤリハットを含めた災害対応の失敗事例の知⾒を収集するためのデータ
ベースの整備
→ 能登半島地震においては内閣府が「令和６年能登半島地震に係る災害応
急対応の⾃主点検レポート」をとりまとめ（令和6年6⽉)

3. 災害対応のクロノロジー作成の⾃動化
→クロノロジー作成の取り組みは存在。災害時の記録「クロノロジー」｜
⽇⾚和歌⼭情報局 Hot（ほっと）｜⽇本⾚⼗字社 和歌⼭医療センター

（４）過去の災害教訓の
データベースの構築と今
後の災害対応への活⽤等




